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平成２４年度 第１回越谷市障害者施策推進協議会会議録 

 

１．日 時：平成２４年９月２６日（水） 13:30～15:30 

２．場 所：本庁舎５階第１委員会室 

３．出席者等： 

(1) 出席委員：１４名：朝日委員、松田委員、深代委員、宝満委員、三上委員、

吉田委員、久世委員、髙野委員、小柳委員、庄司委員、阿保委

員、笹川委員、赤根委員、並木委員 

(2) 欠席委員：６名：星野委員、加藤委員、島袋委員、田口委員、宮下委員、

田中委員 

(3) 事 務 局：鈴木福祉部長、杉嵜子ども家庭部長、竹内福祉部副部長兼高齢

介護課長、新木田子ども家庭部副部長兼子育て支援課長、髙橋

障害福祉課長、藤城障害福祉課副主幹兼障害福祉推進係長、山

元自立支援担当副主幹、山田自立支援担当主査、角屋自立支援

担当主査、小西障害福祉推進係副主査、土屋障害福祉推進係主

事、川俣障害福祉推進係主事 

４．傍 聴 者：４名 

５．次 第 

１．開会 ２．会長、副会長の選出 ３．会長、副会長あいさつ  

４．報告 ５．その他 ６．閉会 

≪４．報告≫ 

(1)第３次越谷市障がい者計画の進捗状況について 

(2)第２期越谷市障がい福祉計画の進捗状況について 

６．会議資料 

・会議次第 

・第３次越谷市障がい者計画進捗状況報告【資料１】 

・第３次越谷市障がい者計画進捗状況一覧【資料２】 

・第２期越谷市障がい福祉計画進捗状況報告【資料３】 

・越谷市障害者施策推進協議会の概要 

・越谷市障害者施策推進協議会条例 

・越谷市障害者施策推進協議会傍聴要領 
・委員名簿 
・第３次越谷市障がい者計画 

・第２期越谷市障がい福祉計画 

・第３期越谷市障がい福祉計画 
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【議事内容】 

１．開会 

司 会： それでは、平成２４年度第１回越谷市障害者施策推進協議会を開会

させていただきます。まず、次第にはございませんが、今年度より新

たに委員となられる方が２０名中１４名いらっしゃいますので、障害

者施策推進協議会の役割について、事務局より説明させていただきま

す。 
【障害者施策推進協議会について】 

事務局：《説明》 

・越谷市障害者施策推進協議会の役割等について説明 

 

２．会長、副会長の選出 

司 会： 続きまして、次第にのっとりまして、会長・副会長を選出していた

だきたいと存じます。越谷市障害者施策推進協議会条例第４条の規定

により、委員の互選により、会長・副会長各１名を置くこととなって

おりますが、選出方法について何かご意見はございますか。 

委 員： これまで会議を進行していただいている経緯から、今まで通り、朝

日委員と星野委員にそれぞれ会長、副会長をやっていただくのが適任

ではないかと考えます。以上です。 

司 会： ありがとうございます。ただ今、前回に引き続き、朝日委員を会長

に、星野委員を副会長にとのご意見をいただきましたが、皆様いかが

でしょうか。 

委 員： 異議なし 

司 会： それでは、会長に朝日委員、副会長に星野委員ということで決定さ

せていただきたいと存じます。会長･副会長が決定いたしましたので、

朝日会長におかれましては、会長席にお移りいただきたいと存じます。 

会 長： 《席の移動》 

司 会： なお、星野副会長は、あいにく本日ご都合により欠席されています

ので、この件につきましては、後ほど事務局よりご連絡し、ご了承が

得られるようにお話しさせていただきたいと存じます。 

 
３．会長、副会長あいさつ 

司 会： それでは、朝日会長にごあいさつをお願いいたします。 
会 長： 改めまして、朝日でございます。ただいま、皆様方から選出をいた

だきまして、誠にありがとうございました。大役ではございますけれ

ども、皆様方とやり取りをさせていただきながら、この推進協議会を
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進めて参りたいと思いますので、ご協力をよろしくお願いいたします。

今日、星野副会長は欠席となっておりますが、サポートをいただきな

がら進めていきたいと思います。就任のあいさつということですが、

貴重な時間でございますので、一言だけ、簡単にお話をさせていただ

きたいと思います。たまたま私は過去にも、越谷市障害者施策推進協

議会で委員として関わりを持たせていただいておりましたので、２０

名中の６名の方には同じことを申し上げてきた経緯もありますが、新

しい方もいらっしゃるので、こんなことを考えているというところで、

お話をさせていただきたいと思います。 

     国の施策の動きは、障害者政策委員会というかたちで、施策推進協

議会より、より当事者である障がいのある方のイニシアティブを大事

にしながら進めていくという方向性が定められています。これは、地

域においても同様に大事なことだと思います。やはり、障がいのある

方の施策すべてをここで協議することになりますので、第一義的な、

障がいのある方の思いや意見を大事にしていくということは、当たり

前のことだと思います。それと同時に、越谷市全体の意味合いを指し

た時に、この当事者という考え方をもう少し広げて、第一義的には障

がいのある方に他ならないが、その障がいのある方の暮らしを考えて

いくときに、すべての関わる方が一緒に当事者だと思わないと、越谷

市の障がい者施策の推進には繋がっていかないと思いますので、その

あたりでも、情報の共有や、意見交換を大事にしていきたいと思って

おります。それによって、この施策推進協議会が、障がいのある方た

ちの意見を市の行政に申し伝える場なのだということに留まらない

で、障がいの有無に関わりなく越谷市民一人ひとりが、この問題と向

き合っていけるような、協議会の進め方にできればと思っております

ので、皆様方のお力添えをお願いして、簡単ですが、就任にあたって

のご挨拶とさせていただければと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

司 会： ありがとうございました。次に、本日の資料等の確認をさせてい

ただきます。大変資料が多く、恐縮ではございますが、委員の皆様

には、事前に「本日の次第」、「第３次越谷市障がい者計画進捗状況

報告【資料１】」、「第３次越谷市障がい者計画進捗状況一覧【資料２】」、

「第２期越谷市障がい福祉計画進捗状況報告【資料３】」をお配りさ

せていただいております。関連する計画といたしまして、カラーの

冊子で第３次越谷市障がい者計画、黄緑色の冊子で第３期越谷市障

がい福祉計画、クリーム色の冊子で第２期越谷市障がい福祉計画ま
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た、その他に先程説明に使用いたしました「越谷市障害者施策推進

協議会の概要」、「越谷市障害者施策推進協議会条例」「越谷市障害者

施策推進協議会傍聴要領」、「委員名簿」、「中核市・越谷パンフレッ

ト」をお席にお配りしております。不足等がございましたら、お申

し出いただきたいと存じます。 
委 員： 資料確認  
司 会： それでは、これより議事に入りたいと存じますが、議事進行につ

きましては、条例第４条第３項の規定により、会長にお願いしたい

と存じます。 
 
４．議事 

議 長： それでは、しばらくの間、議長を務めさせていただきますので、

円滑な議事進行ができますよう皆様のご協力をお願いいたします。 
はじめに、皆様にご承諾いただきたいことがございます。会議録

作成のため、会議内容を録音することにつきまして、あらかじめ皆

様のご了解をいただきたいと存じます。 
また、本協議会の傍聴につきましては、「越谷市審議会等の設置及

び運用に関する要綱」に基づき、平成18年度の本協議会設置当初の会

議において、委員の皆様にご審議いただき、会議を公開とし、傍聴に

ついての遵守事項を定めてございます。これを踏襲し、進めてまいり

たいと存じますが、皆様よろしいでしょうか。  

委 員： 了承 

議 長： ありがとうございました。それでは、本日の会議の傍聴を希望され

ている方はいらっしゃいますか。傍聴者の入室をお願いいたします。 

なお、傍聴者の皆様には、本協議会が定めた傍聴要領をお守りい

ただきますようお願いいたします。 

それでは、議事に入りたいと存じます。本日の議事は、「第３次越

谷市障がい者計画の進捗状況について」及び「第２期越谷市障がい

福祉計画の進捗状況について」の報告となっております。新しく着

任された委員さんも多いので、この計画の違いは何かということも

あろうかと思います。限られた時間ではございますが、皆様と共有

していきたいと思います。 
報告事項の「第３次越谷市障がい者計画の進捗状況について」及

び「第２期越谷市障がい福祉計画の進捗状況について」ですが、関

連がございますので、事務局より一括して報告願います。 
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【報告事項】 ①第３次越谷市障がい者計画の進捗状況について 

②第２期越谷市障がい福祉計画の進捗状況について 

事務局：《資料に基づき説明》 

     ・第３次越谷市障がい者計画進捗状況報告【資料１】 

・第３次越谷市障がい者計画進捗状況一覧【資料２】 

・第２期越谷市障がい福祉計画進捗状況報告【資料３】 

議 長： ありがとうございました。委員の皆様方、いかがでしょうか。前も

ってご送付いただいたということもありますので、特徴的なところに

焦点をあててご説明いただいたところであります。説明された以外の

部分でも結構でございますので、障がい者計画と障がい福祉計画、こ

の両方について、ご質問やご意見をいただきたいと思います。障がい

者計画は、福祉サービスだけではなくて、教育、就労、バリアフリー

の環境等すべて含んだ全体の計画であります。障がい福祉計画は障害

福祉サービスという、ある意味狭い範囲で、障害者自立支援法に基づ

いて提供されるサービスをどのように計画的に提供していこうかと

いう計画です。ですから、極めて狭い福祉ということになります。そ

れらを含めて、障害福祉課で所管しているところを中心にお話をして

いただいたところでございます。どのあたりからでも結構ですので、

ご意見やご質問をいただければと思います。初回でもありますので、

基本的な、これはどういう意味だということでも結構でございますの

で、是非、委員の皆様方からご意見を頂戴できればと思いますがいか

がでしょうか。 

委 員： 第３次越谷市障がい者計画進捗状況報告の関係各課の事業進捗状況

（数値目標の事業）の４ページ、精神保健福祉家族教室の充実とあり

ます。ここで、平成２３年度は年３回延べ３日、２７年度は年２回延

べ４日となっておりますが、回数は減って日数は増えているのはどう

いうことでしょうか。 

議 長： 家族教室のところはＡ３の資料２ではどちらか事務局でわかります

か。そうすると、詳細がもう少しあるかもしれません。 

事務局： 少々お待ちください。９ページの上から２番目です。 

議 長： 平成２３年度の取り組み内容が、ご指摘の通り３回、延べ３日とい

うことで、日にちまで書いてあります。これが内容ということになり

ますが、今のご意見で言うと、延べ数は少ないけれども、２７年度に

は年２回４日間開催したいというところに対して２３年度の実績、年

３回延べ３日はどのような位置づけになるのかというような主旨で

よろしいですか。 
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委 員： 目標値は実績よりも上に設定するのかと思うのですが、延べ４日で

２回というのはどういうことでしょうか。 

議 長： では、事務局いかがでしょうか。 

事務局： 講座を企画するに当たりまして、それぞれ専門的な知識を持った方

や家族会の方、いろいろ情報収集をして企画をしているのですが、実

績としまして、年３回の延べ３日となっております。２７年度の目標

につきましては、年２回で延べ４日ということであれば、大きなテー

マを設けて、２回の講座を開催する等、実施方法の違いによるもので

ありまして、特に、規模を縮小して計画を実施していくというもので

はなく、この計画を立てた時には、メインテーマをかえて２回、日数

としましては４日という、そういった計画の立て方となっております。

あくまでも、縮小するという意味合いではございません。 

議 長： いかがでしょうか。 

委 員： わかりました。要は増えるということですよね。それと、これは

広報紙に載っていたでしょうか。見過ごしたのかもしれませんが、

なるべく載せていただきたいと思います。精神だから扱いが薄いの

かとも思いますが、当事者でなくては言えないことだと思いますの

で、よろしくお願いします。 

議 長： ありがとうございます。 

事務局： ２３年度の実施につきましては、広報紙にて広報させていただい

ております。今後につきましても、より多くの方の目に触れるよう

に、広報やホームページでの案内を継続して行っていきたいと考え

ております。 

議 長： よろしいでしょうか。では、お願いします。 

委 員： ２４年度の家族教室はどのような計画になっていますか。 

議 長： 今年度の予定について、詳細がわかれば事務局より説明いただき

たいと思うのですが。 

事務局： 今年度の予定について、まだ講師やテーマは決定しておりません。

ただ、対象については、統合失調症の方の家族の方を対象に開催す

る予定で検討しているところでございます。 

議 長： その他いかがでしょうか。お願いします。 

委 員： 視覚障がい者の立場から発言させていただきます。Ａ３の資料の

２２ページ、道路・交通環境の整備の２番目、視覚障がい者誘導用

ブロックの敷設についてです。誘導ブロックは、全盲の方だけでな

く、弱視の方で、色のコントラストで歩道を確認する方も大勢いら

っしゃいます。灰色の歩道にやや濃い灰色のブロックを設置してい
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るところがあります。そういった箇所や、これまで不自由に感じて

いた小判型のブロック等、既に設置されているところの黄色いブロ

ックへの変更等は検討されているのでしょうか。 

議 長： ありがとうございます。このことに関連するご意見、ご質問はあ

りますか。担当課の道路建設課の方は本日いらっしゃいませんが、

お答えできる範囲でお願いいたします。 

事務局： 点字ブロック等の敷設につきましては、工事を担当する課と、工

事を執行する際に打合せを密にしながら、進めてまいりたいと思い

ます。また、今年度の予算ですが、駅前線の南側の歩道でかなり剝

がれている部分がございますので、そちらの補修を進めてまいりた

いと思います。公共施設の周辺を中心に新しい点字ブロックの敷設

をしておりますが、そういった老朽化した部分については、できる

だけ、皆様の安全を確保するため、補修などについても目を向けて

まいりたいと思います。 

議 長： よろしいでしょうか。それでは、協議会の意見については、是非

担当課へお伝えいただくということで、確認をお願いしたいと思い

ます。さらにいかがでしょうか。 

委 員： 発達障がいについてですが、鬱や依存症を患っている方の中で、

二次障がいかと思うタイプがかなりいらっしゃいます。発達障がい

の傾向が強くて二次障がいで発症されている方がいらっしゃるので、

できれば、精神科の専門の先生もそうなのですが、きちんと理解し

ていただけたら本当にありがたいと思います。ご家族の方に対して

も、そういったことをちゃんと説明していただけると、もっと対応

が変わってくるのではないかと思います。 

     もう一点、子育て支援についてですが、早期発見、早期療育とい

うことで、いろいろなプログラムがたくさんできておりますので、

適切な支援を受けて大人になるまでに大きな問題にならないような

内容がかなりできてきていると思うのですが、実は最近の傾向とし

て、お母さんが発達障がいで、おばあちゃんから、うちの娘は子育

てがうまくいかないという相談があります。そういった傾向がある

ので、お母さんの支援を充実していただけたら、もっと子育てが楽

しく、上手にできると思います。 

議 長： ありがとうございます。二つの視点からご意見をいただきました。

前段のところは、それぞれ現行の計画の進捗という点からすると、

具体的にこの事業でというところはありますでしょうか。それとも、

すべてに共通する基本的な考え方としてお示しいただいたというこ
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とになりますでしょうか。 

委 員： 資料２の９ページ、精神保健福祉相談体制の充実というところで、

今の状況を見ると、鬱、依存症、統合失調症といった診断が下され

易いですが、発達障がいが隠れていることがたくさんあるというこ

とをわかっていただきたいです。 

議 長： 早期発見・早期対応については５ページあたりで、母子保健とい

ったときに、子だけでなくて母にも着目をすることが必要ではない

かというご意見ですね。わかりました。具体的に事業でどうこうと

いうよりは、これらの事業が推進されるにあたっての留意点という

ことでご指摘いただけたのではないかと思います。さらにいかがで

しょうか。 

委 員： 目標値というのは、何を基準にしたものなのですか。 

議 長： それでは、事務局よりお願いしたいのですが、そのときに第３次

越谷市障がい者計画の５６ページを開いていただくと、計画策定に

あたっての実績というものが少し見え隠れします。私からで恐縮で

すが、それをご覧になりながら、事務局からご説明をいただきたい

と思います。いかがでしょうか。 

事務局： 具体的な計算式等は載っておりませんが、人口の伸び率や、手帳

取得者、例えばこの重度心身障害者医療費制度であれば、その対象

となる等級、種別の方の伸び率、今までの受給件数の伸び率等を加

味し、計算しまして、目標値とさせていただいております。 

議 長： よろしいでしょうか。実はこの目標値の設定というのはすごく難

しく、家族教室の場合、多いほうがいいとは思うのですが、これま

での実績や効率的に進めるという点で、少なくとも前よりは増やし

ていこうということで目標となっています。こちらも例として良い

のかわかりませんが、重度心身障害者医療費制度で、本来受けられ

る方が、何らかの理由で知らない、また遠慮して受けないとしたら

これは非常に大きな問題です。しかしもう一方で、予防が進んでそ

の支援を受けなくても暮らしていけるという状況はある意味望まし

い状況でもあります。本来受けるべき方がどのくらい利用しており、

実績の裏には必ず漏れている人がいるのではないかというところを

きちんと把握したうえで適正な計画を立てることがすごく大事だと

思います。事務局の説明を聞いていただいてもお分かりのように、

目標を上回ったから困ったではなく、計画的にどう整備し、漏れが

ないようにしていくかという観点がすごく大事で、ひとつの目安な

のかと思っています。よろしいでしょうか。その他いかがでしょう
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か。 

委 員： 第３次越谷市障がい者計画、資料１の目標年度における障害福祉

サービス整備目標で、居住系サービスというところがあり、グルー

プホーム・ケアホームの実績が５０人に対して、２７年度の目標が

７７人ということで記載されています。Ａ３の資料２、２０ページ

に関連する項目が書かれており、担当課のコメント欄に施設数が不

足している状況だということが記載されています。私どもの施設の

利用者の保護者の方もやはり、日中は施設に通っているからよいけ

れども、親亡き後どうすればいいのかというような心配の話が増え

ております。その中で、知的の方ばかりでなく、精神の方あるいは

身体の方のグループホーム・ケアホームに対する目標がもう少し高

くてもよいのではないかと感じたのですが、その辺りのご意見を伺

いたいです。 

議 長： こちらは事務局よりお願いしたいと思います。 

事務局： グループホーム・ケアホームの充実ですが、現在の障がい者施策

の中でも、障がい者施設からの地域移行や、住み慣れた地域での障

がい者の暮らしの充実ということで、重要な施策だと考えておりま

す。しかし、入所施設については埼玉県で一括して希望者をとりま

とめている制度がございまして、これによってある程度の希望され

ている数、実態が把握できるわけですけれども、グループホーム・

ケアホームのご相談は、各ケースワーカーが、サービスの更新の時

期にご本人、家族と面談を行って、サービスを更新するか、不足し

ているものはないかとういかたちでサービスを提供していくわけで

すが、その際に実際出てきます。実態としましては、私は知的障が

いの担当をしておりましたのでその観点から申し上げますと、将来

的にはご両親が亡くなった後にお子様１人では不安だということで、

グループホームを利用させたいと考えてはいるのですが、実際空き

が出て案内した際に、まだいいとのお返事をいただくことが多いで

す。ですから、おそらく一斉に調査をすれば、利用したいという希

望の数字自体は上がると思いますが、早急に、今すぐに使うかとい

うと数字としては違ってくるのかと考えております。ただいずれに

しましても、今後グループホーム・ケアホームは、先ほども申し上

げましたように非常に重要な政策となりますので、その拡充につい

ては、市としても取り組んでいきたいと考えております。以上です。 

議 長： ありがとうございます。さらにいかがでしょうか。今のこととも

関係するのですが、資料３、障がい福祉計画の進捗状況をご覧いた



 
 

10

だきたいと思います。１枚めくっていただいて、障がい者施策とい

うのは本当に幅が広いわけですが、大きなテーマとして入所施設か

ら、地域で暮らしを支えていくのだというところは今日ベースにな

っている方向性だと思います。それに対してこれを拝見すると、福

祉施設の入所者の地域生活への移行ということで、平成２３年度末

の入所者数が１９７名となっており、その下を追っていただくと、

一番下、平成２４年３月末現在が２１４人ということで増えてしま

っています。これは進捗状況であるので、事実として受け止めなけ

ればいけないのですが、どうすれば目標を達成できるのかという議

論をいろいろな観点からしていくことが必要ですし、そうは言って

も今後施設入所支援が必要だというご意見も協議会の中ではあるか

も知れませんので、このあたりをきちんと、報告を受けた現状をど

うやって協議会としては見ていくのか、これは皆さん一致してとい

うのは難しいかもしれませんが、実態についてどんな思いがあるの

かということをどんどん出していただくことによって、改善をして

いく方向に結び付けていくことが協議会としてはすごく大事なこと

だと思います。１９７名と見込んでいたのが２１４人になってしま

った。あえてなってしまったと言いましたが、計画とは大きく違う

ぞという印象があります。そのためには先程お話がありましたよう

に、グループホームやケアホームが、施設入所支援とは違う地域の

暮らしとして大事になってきますが、意向があるかというと、親亡

き後という点では考えるが、親ある段階からはなかなかイメージし

にくいということもあって、整備する側だけではなくて、支援する

方やご家族やご本人を含めて考えていかなければならない問題だと

思います。そのような観点から数字のところは捉えていただくとよ

いのかと思います。 

     さらにご意見いかがでしょうか。どのようなところでも結構です。

この体制で２年間協議をしていきますので、いろいろな意味で重要

な事項は皆さんと共有して、良い協議ができるとよいと思います。 

     今度、難病については総合支援法の中で対象が広がっていくとい

うところで期待はされるのですが、地域でとなると、必ずしも充分

なサービスが整っていないことを実感されていると思います。今日

この進捗状況の報告を受けた立場でも結構ですし、普段考えてらっ

しゃることでも結構ですから、ご発言いただければと思いますがい

かがでしょうか。 

委 員： 私の場合は自分でできることが結構あるので、今のところまだわ
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からない状況です。 

議 長： ありがとうございます。いかがでしょうか。今回の報告を受けた

うえでのお話でも結構です。 

委 員： 実際に地域で暮らしていくうえでは、就労やもしくはそれに代わ

る社会参加の機会があるかと思いますが、社会との中間に位置する

場所がかなり不足しているということを、施設で支援を行っていて

感じます。そういったものが計画等では何か考えられているのかと

思いました。 

議 長： せっかくの機会でございますので、順次マイクを向けさせていた

だいてもよろしいでしょうか。いかがでしょうか。 

委 員： 我々の場合は、施設にて歯科検診を行っておりますが、まだまだ

足りない状況で、施設へのアンケート調査等も含めて、かかり方が

わからない等の問い合わせも事務局にあったりするので、システム

づくりを行っているところでございます。 

議 長： ありがとうございます。いかがでしょうか。 

委 員： 特別支援学校については、Ａ３の資料２の１０、１１ページ、第

３次越谷市障がい者計画６４ページに書かれています。高３の生徒

の就労が厳しい状況であるため、就労支援に取り組んでいきたいと

思います。 

議 長： ありがとうございます。ボランティアの立場からは、広く、障が

い者も含め行っておりますが、こういった取り組みについての認識

のことであるとか、あるいは別のことでも結構でございますのでよ

ろしくお願いします。 

委 員： 資料にはあけぼの学園やみのり学園のボランティアについて書い

てありますが、２５年度に施設が一緒になるため、今後どのような

ボランティア活動を行っていけばよいのかを考えています。また、

傾聴活動が行われていますが、本来の傾聴と違うのではないかとい

う部分がありますので、本来の傾聴活動をしていきたいと考えてい

ます。 

議 長： 傾聴とは少し異なる形になっているとは具体的にはどういうこと

でしょうか。 

委 員： 私のイメージでは、本来は１対１でお伺いするものだと思うので

すが、実際はグループで行っております。 

議 長： ありがとうございました。その他、いかがでしょうか。議事につ

いてはよろしいでしょうか。私なりに皆様方から頂いたご指摘やご

意見をまとめてみると、一つは数値目標ということで、ある意味淡々



 
 

12

と報告されているところがありますが、その達成状況の質的な部分

をきちんとおさえていかなければいけないし、そのための情報公開

や情報提供はとても大事だと感じました。ご指摘のあった家族教室、

何人くらいの方が参加して、どのような効果があったか、一人ひと

りの体験を外側から見て評価するのは難しいのですが、そういった

中身のことも含めて、評価をしていくことがすごく大事であると思

います。また数値のところでお話もいただきましたが、それ以上に

それらの取り組みでどのような課題があるのかを改めて確認するこ

とも大事で、誘導ブロックも、敷いただけではなくその後どのよう

に敷設を行うのかという点も含めて、協議会としては目を向けてい

くことが大事であるということを、共通事項として感じました。 

もう一つは、これだけいろいろな情報が飛び交っているように見

えて、実は当事者の方に届いていないかもしれないという点で、広

報と言ってしまうと簡単になってしまうのですが、もう少しアウト

リーチ型の、必要な人に届くような工夫について、皆様のご発言の

中で認識されたのかと思います。 

最後ですが、皆様のお立場や守備範囲、あるいは関心領域がある

ので、全体を見極めるのはすごく大変だと思います。しかしそれは

市役所の役目でありますので、それぞれの立場から切り込んでいた

だくことと、同時にいろいろな立場のご発言を聞くことによって、

ご自身の障がい分野や、守備範囲を超えた共通理解が進んでいくこ

とは、協議会としても協議の力を高めていくということを実感いた

しました。今日は初回で報告を受けただけですが、これからどうや

って進捗していくかというモニタリングの機構がとても大事なので、

そこをこれからの課題として認識していくことが必要ではないかと

思いました。議事の二つまとめてご説明いただき、ご協議いただき

ましたが、このような形で取りまとめさせていただきたいと思いま

す。ありがとうございました。 

 

５．その他 

議 長： それでは、議事次第としては５番目のその他になりますが、事務局

から何かありますでしょうか。 

司 会： ありがとうございました。それでは、その他につきまして、事務局

から説明をさせていただきます。 

事務局：《中核市・越谷パンフレットの配布について》 

議 長： それでは、議長の役を降ろさせていただき、事務局にお返しします。
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ありがとうございました。 

 

６．閉会 

司 会： それでは、最後になりますが、鈴木福祉部長より閉会の挨拶をさせ

ていただきたいと存じます。 

部 長： 皆様、ただ今紹介いただきました、福祉部長の鈴木と申します。

本日は、大変お忙しい中、越谷市障害者施策推進協議会委員の委嘱

式、並びに平成２４年度第１回協議会にご出席をいただきありがと

うございました。 
     私、会議の冒頭から出席できなかったことを、まずもってお詫び

申し上げたいと存じます。朝日先生におかれましては、会議の進行

を的確、また闊達なご議論が提起いただけるようにご進行いただき

ましたこと、改めてお礼申し上げたいと思います。ありがとうござ

いました。また、各委員の皆様におかれましても、第１回の協議会

で、いろいろな資料があり、初めて報告を受けたような内容だとは

思いますけれども、恣意にご発言いただきましたこと誠にありがと

うございます。 
     既に事務局からご説明させていただきましたように、この協議会

は、障がい者施策の推進にあたり、それぞれ専門的な立場から、幅

広いご意見をいただくことを目的として設置したものです。 
国の障がい者施策につきましては、措置の時代から支援費制度、

障害者自立支援法、そして平成２５年４月１日には、いわゆる障害

者総合支援法が施行されます。これまで様々な改正が行われました

が、高次脳機能障がいの方や発達障がい、または難病の方に対する

施策が、さらにこれから求められてまいります。今後とも様々な対

応が必要となると考えているところでございますが、委員の皆様に

は、本市の障がい者施策全般についての様々な意見を頂戴すること

になろうかと思いますので、よろしくご協力をお願いしたいと存じ

ます。 
結びに当たりまして、委員の皆様のご健勝と益々のご活躍をお祈

り申し上げまして、甚だ簡単ではございますが、閉会の挨拶とさせ

ていただきます。本日は長時間にわたり、誠にありがとうございま

した。 
司 会： 以上で平成２４年度第１回越谷市障害者施策推進協議会を閉会とさ

せていただきます。ありがとうございました。 

以上 


